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QRコードをスマホな
どで読み取り、議会
動画がご覧いただけ
ます。

燃え上がる二子塚どんと焼きの炎
撮影者　仁科武芳さん・吉田茂典さん

令和４年第４回定例会�………………P2～3
　令和４年度一般会計補正予算などを可決
一般質問（議員３名）�………………P4～6
　新規就農者育成対策は？
　ＩＣＴ教育の取り組みは？
　人口減少の歯止めは？
議員行政視察報告�……………………P7～9
　徳島県上勝町・高知県北川村
知っておきたい中島村議会�………P10～11
　選挙運動の公費負担制度
行政区長に聞く（川原田行政区）� ………P12

　令和５年１月８日　二子塚グランドにおいて二子塚
地区の伝統行事どんと焼きが行われました。大杉こど
も会からひだまり会（老人会）まで総勢70人が集まっ
て天高く燃え上げる炎を見つめ、一年間の無病息災、
地域の安全を願いました。
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◆
中
島
村
簡
易
水
道
事
業

及
び
農
業
集
落
排
水
処

理
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例

2

議
決
さ
れ
た
補
正
予
算

歳
入
の
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
も
の

令和４年
第 ４ 回
定例会
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど

予
算
な
ど
1313
件
の
議
案
等
を
可
決

件
の
議
案
等
を
可
決

　

令
和
４
年
12
月
中
島
村

議
会
定
例
会
は
、
11
月
30

日
か
ら
12
月
７
日
ま
で
の

８
日
間
の
会
期
で
開
会
し

ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例

制
定
１
件
、
条
例
改
正
３

件
、
令
和
４
年
度
一
般
会

計
を
含
む
補
正
予
算
に
関

す
る
議
案
８
件
の
12
議
案

等
が
村
長
か
ら
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

12
月
６
日
に
3
名
の
議

員
か
ら
一
般
質
問
が
あ

り
、
村
政
を
質
し
ま
し

た
。

　

最
終
日
に
村
長
か
ら
人

事
案
件
が
１
件
提
出
が
あ

り
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
全
議
案
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

◆
令
和
４
年
度
中
島
村

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

　

既
定
予
算
に
3
２
１
万

７
千
円
を
増
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
総
額
を
40
億

１
，
１
５
５
万
6
千
円
と

す
る
。

　

国
庫
補
助
金
を
5
０
１

万
円
、
財
産
収
入
を
3
０

３
万
9
千
円
、
諸
収
入
を

2
万
8
千
円
増
額
補
正
し
、

繰
入
金
を
4
８
６
万
円
減

額
補
正
す
る
。

　

主
に
給
与
改
定
に
伴
う

人
件
費
の
増
額
補
正
等　

○
議
会
費
　
５
万
５
千
円

○
総
務
費　

６
５
４
万
1

千
円　

○
農
林
水
産
業
費　

７
６
０
万
１
千
円　

○
土

木
費　

２
０
６
万
８
千
円

　

○
消
防
費
５
万
4
千
円　

○
教
育
費　

６
５
５
万
4

千
円
（
減
額
補
正
）
○
民

生
費
△
４
４
３
万
３
千
円　

○
衛
生
費　

△
１
，
５
２

２
万
2
千
円　

　

そ
の
他
補
正
の
あ
っ
た

特
別
会
計
は
下
表
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件

中
島
村
教
育
委
員
の
任
命

渡
辺
一
三
氏（
川
原
田
一
）

※
任
期
は
令
和
４
年
12
月

12
日
か
ら
４
年

　
原
案
ど
お
り
同
意

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
原
案
ど
お
り
可
決

　
原
案
ど
お
り
可
決

　
原
案
ど
お
り
可
決

　
原
案
ど
お
り
可
決

議
決
さ
れ
た
条
例

特　別　会　計　名 補正前の予算額 補正額 補正後の予算額

令和４年度中島村国民健康保
険特別会計補正予算（第２号） 5億7,836万5千円 2,374万5千円 6億211万円

令和４年度中島村簡易水道特
別会計補正予算（第２号） 2億7,505万9千円 △194万5千円 2億7,311万4千円

令和４年度中島村土地造成事
業特別会計補正予算（第１号） 1,489万9千円 2,354万5千円 3,844万4千円

令和４年度中島村農業集落排
水処理事業特別会計補正予算
（第３号）

2億5,457万7千円 186万8千円 2億5,644万5千円

令和４年度中島村墓地特別会
計補正予算（第１号） 324万4千円 20万円 344万4千円

令和 4年度中島村介護保険特
別会計補正予算（第 3号） 4億9,880万9千円 4,763万2千円 5億4,644万1千円

令和４年度中島村後期高齢者
医療特別会計補正予算（第1号） 5,111万3千円 19万7千円 5,131万円

■特別会計の補正予算 

◆
中
島
村
簡
易
水
道
量
水

器
購
入
基
金
の
設
置
、

管
理
及
び
処
分
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◆
中
島
村
簡
易
水
道
揚

水
・
配
水
施
設
基
金
の

設
置
、
管
理
及
び
処
分

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
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行
　
政
　
報
　
告

　

11
月
20
日
に
開
催
さ
れ
、

白
河
カ
タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
陸
上
競
技
場
か
ら

福
島
県
庁
ま
で
の
16
区
間
、

95
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
各
選

手
が
力
走
し
、
結
果
は
、

５
時
間
47
分
44
秒
で
総
合

32
位
、
村
の
部
６
位
で
し

た
。
昨
年
よ
り
総
合
順
位

を
７
つ
上
げ
、
み
ご
と
敢

闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

第
34
回
ふ
く
し
ま

駅
伝
で
敢
闘
賞

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

中
止

昨
年
の
大
会
後
か
ら
、
小

中
学
生
に
走
る
楽
し
み
を

感
じ
て
も
ら
う
な
ど
、
選

手
の
育
成
、
強
化
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
中
学
生
が

中
心
と
な
り
持
て
る
力
を

十
二
分
に
発
揮
し
、
一
秒

で
も
早
く
襷
を
つ
な
ぐ
思

い
が
伝
わ
る
大
会
で
あ
り

ま
し
た
。

　

例
年
10
月
か
ら
11
月
に

開
催
し
て
い
た
「
な
か
じ

ま
の
里
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」、「
な
か
じ

ま
輝
ら
輝
ら
秋
ま
つ
り
」、

国
際
交
流
事
業
の
一
環
で

あ
る
「
マ
レ
ー
シ
ア
・
イ

ナ
ナ
ム
・
セ
カ
ン
ダ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
生
徒
招
聘
」
そ

の
他
各
種
行
事
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
た
め
、
今
年
も
残

念
な
が
ら
中
止
と
な
っ
て

い
ま
す
。

工
事
等
発
注
状
況

　

役
場
整
備
事
業
庁
舎
建

築
工
事
は
基
礎
補
強
が
完

了
し
、
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
設
も
終
了
し
ま
し
た
。

埋
め
戻
し
が
終
了
す
れ
ば
、

鉄
骨
の
組
立
が
始
ま
る
予

定
で
、
現
在
、
計
画
通
り

順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
及

び
健
康
づ
く
り
交
流
セ
ン

タ
ー
輝
ら
フ
ィ
ッ
ト
の
災

害
復
旧
工
事
は
間
も
な
く

発
注
予
定
で
す
。

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
は
、
村
内
７
地
区

に
お
い
て
事
業
が
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

施
設
園
芸
燃
料
等
購
入

助
成
事
業
と
し
て
、
施
設

園
芸
農
家
に
対
す
る
燃
料

等
購
入
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
23
件
の
申
請
を
受
け

付
け
、
11
月
中
旬
に
支
払

い
を
完
了
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
価
格
高
騰
重
点

支
援
地
方
交
付
金
を
活
用

し
た
、
商
品
券
や
、
肥
料

高
騰
助
成
事
業
の
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

農
道
長
寿
命
化
事
業
5

路
線
に
つ
い
て
は
、
10
月

中
旬
発
注
し
ま
し
た
。

　

岡
ノ
内
及
び
原
山
地
区

公
園
遊
具
撤
去
工
事
は
、

11
月
上
旬
発
注
し
、
3
月

中
旬
完
了
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

滑
津
小
学
校　

南
側
駐

車
場
造
成
工
事
は
10
月
下

旬
に
発
注
し
ま
し
た
。
吉

子
川
小
学
校　

遊
具
撤
去

・
設
置
工
事
及
び
中
島
中

学
校
生
徒
用
ロ
ッ
カ
ー
改

修
工
事
は
完
了
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
他
の
事
務
、
事
業

等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
年

度
内
完
了
に
向
け
順
調
に

進
ん
で
お
り
ま
す
。

滑津小学校南駐車場造成工事

役場庁舎整備事業庁舎建築工事

農道長寿命化事業（天下一地区） 多面的機能支払交付金事業（元村地区）

原山地区公園遊具撤去工事
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就
農
を
希
望
す

　
　

る
と
い
う
こ
と
は

大
変
や
る
気
の
あ
る
方

々
だ
と
思
う
が
、
就
農

希
望
者
は
ど
の
段
階
ま

で
話
が
進
ん
で
い
る
か
。

4

　
　
　
　

村
は
就
農
希

　
　

望
者
を
し
っ
か
り

と
支
援
し
、
こ
の
事
業

の
認
定
者
と
な
れ
る
よ

う
に
後
押
し
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
れ

が
後
に
続
く
人
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
新

年
度
か
ら
着
手
さ
れ
る

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
を
早
期
に
ま
と
め

て
、
速
や
か
に
村
の
農

業
の
あ
る
べ
き
姿
を
確

立
し
て
い
た
だ
き
た

い
。 意見

答 椎名　康夫議員
農業人材、人材確保に向けた新規就農者支援
を強化していく。

問 新年度に向けて新規就農者新年度に向けて新規就農者
育成対策はどうするのか？育成対策はどうするのか？

　
　
　

村
の
基
幹
産
業

　
　

で
あ
る
農
業
を
守

る
た
め
、
新
規
就
農
者

育
成
対
策
は
大
事
で
あ

る
。
新
年
度
に
向
け
て

の
対
応
は
ど
う
す
る
の

か
。

　

村
内
在
住
者
よ
り
次
年

度
か
ら
農
業
を
本
格
的
に

始
め
た
い
と
の
就
農
相
談

を
受
け
て
お
り
、
農
業
人

材
、
人
材
確
保
に
向
け
た

新
規
就
農
者
支
援
を
強
化

し
て
い
く
。
就
農
後
の
経

営
発
展
の
た
め
、
新
規
就

農
者
育
成
総
合
対
策
事
業

等
を
活
用
し
、
支
援
を
し

て
い
く
。

　

一
例
と
し
て
、
会
社
を

退
職
し
て
本
格
的
に
家
元

就
農
で
農
業
を
進
め
て
い

き
た
い
と
い
う
相
談
が
あ

る
。
Ｊ
Ａ
及
び
県
の
普
及

部
と
一
緒
に
ど
の
よ
う
な

経
営
を
し
た
い
か
進
め
て

い
る
。
近
隣
の
先
進
地
事

例
を
研
修
に
行
く
な
ど
の

計
画
も
あ
る
。
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
ア
イ
メ
ッ
ク
栽
培
と

い
う
新
技
法
を
使
っ
た
栽

培
を
計
画
し
て
い
る
。
新

支
援
制
度
に
お
い
て
、
就

農
者
が
ど
の
よ
う
な
支
援

を
望
む
の
か
、
村
と
し
て

は
支
援
項
目
に
対
し
て
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

村　

長

企
画
振
興
課
長

再

　
　
　

仕
事
が
あ
れ
ば

　
　

人
が
集
ま
る
。
企

業
誘
致
と
雇
用
の
確
保

の
た
め
の
取
り
組
み
は

ど
う
し
て
い
く
の
か
。

再
　

県
が
主
催
す
る
企
業
立

地
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業
誘
致

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
等

に
積
極
的
に
参
加
し
、
村

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
企
業
誘

致
を
図
っ
て
い
る
。
県
内

に
進
出
を
検
討
し
て
い
る

各
企
業
や
進
出
要
件
や
雇

用
計
画
な
ど
、
情
報
交
換

村　

長

を
行
い
、
そ
の
情
報
を
有

効
活
用
す
る
た
め
県
の
企

業
誘
致
支
援
策
や
各
自
治

体
支
援
状
況
を
共
有
し
な

が
ら
雇
用
確
保
を
推
進
し

て
い
く
。
関
連
情
報
を
得

た
場
合
に
、
興
味
を
示
す

事
業
所
を
迅
速
に
訪
問
し
、

村
内
情
報
の
説
明
や
資
料

提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

定
住
化
促
進
に

　
　

つ
い
て
長
く
維
持

し
た
村
の
人
口
５
０
０

０
人
台
を
割
り
込
ん
で

数
年
が
経
っ
た
。
減
少

は
続
い
て
い
る
。
数
年

先
を
見
据
え
た
踏
み
込

ん
だ
施
策
は
あ
る
の
か
。

再
　

福
島
移
住
支
援
金
給
付

事
業
や
、
マ
ッ
チ
ン
グ
サ

イ
ト
利
用
に
よ
る
福
島
県

移
住
支
援
事
業
制
度
を
利

用
し
た
中
島
村
、
移
住
定

住
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
村
へ
の
移
住
定
住

の
促
進
お
よ
び
中
小
企
業

等
に
お
け
る
人
手
不
足
解

消
の
た
め
首
都
圏
か
ら
移

住
し
、
要
件
を
満
た
し
た

方
に
予
算
の
範
囲
内
で
移

住
支
援
金
を
交
付
す
る
事

業
で
あ
る
。
ま
た
、
関
連

事
業
と
し
て
、
中
島
村
、

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
も

実
施
し
て
い
る
。

村　

長
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Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

　
　

ー
ル
構
想
が
打
ち

出
さ
れ
、
児
童
生
徒

に
も
1
人
1
台
端
末
が

整
備
さ
れ
た
が
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
利
用
度
、
成

果
、
家
庭
で
の
活
用
な

ど
に
つ
い
て
問
う
。

　

小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
へ
1
人
1
台
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
導
入
し
て
か
ら
3

年
目
と
な
り
、
子
供
た
ち

の
情
報
活
用
能
力
を
ど
の

よ
う
に
育
成
し
て
い
く
か

を
考
え
、
日
々
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

中
学
校
で
は
多
く
の
教

科
で
使
用
し
て
お
り
、
例

え
ば
、
数
学
で
は
関
数
、

図
形
領
域
が
理
解
し
や
す

い
と
い
う
成
果
が
あ
っ
た
。

理
科
、
社
会
体
育
で
は
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
を
活
用
し

た
写
真
・
動
画
を
活
用
し

て
い
る
。
小
学
校
低
学
年

で
は
使
用
頻
度
は
中
学
校

に
比
べ
低
い
も
の
の
、
週

　

持
ち
帰
り
を
控
え
て
い

る
理
由
と
し
て
は
、
第
1

点
目
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

用
す
る
時
間
や
操
作
方
法

に
よ
っ
て
、
児
童
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
学
力
差
、
能

力
差
が
さ
ら
に
広
ま
っ
て

し
ま
う
こ
と
。
第
2
点
目

は
、
家
庭
に
持
ち
帰
る
際
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
破
損
紛
失

等
が
考
え
ら
れ
、
各
家
庭

で
の
弁
償
と
な
る
こ
と
。

答 小室　重克議員
子供たちの情報活用能力をどのように育成して
いくかを考え、日々 取り組んでいる。

問 ICT教育の取り組み状況は？ICT教育の取り組み状況は？

教
育
長

教
育
長

５

の
半
分
半
分
程
度
、
ま
た

高
学
年
で
は
各
教
科
の
調

べ
学
習
で
ほ
ぼ
毎
日
活
用

し
て
い
る
。

　

小
学
校
間
でZ

oom

を

使
用
し
て
算
数
科
や
外
国

語
科
で
利
用
を
図
っ
て
い

る
。
家
庭
で
の
活
用
は
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

　
　
　

各
家
庭
に
持
っ

　
　

て
い
っ
て
、
学
校

だ
け
で
な
く
家
庭
で
も

自
分
の
好
き
な
も
の
を

ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
く
、

そ
う
い
う
教
育
が
誰
1

人
取
り
残
さ
な
い
教
育

だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

そ
の
自
宅
の
持
ち
帰
り

は
な
か
な
か
や
っ
て
い

る
市
町
村
は
い
な
い
か

も
し
れ
な
い
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
家
庭
持
ち
帰
り
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
考
え
か
。

再

第
3
点
目
は
、
家
庭
で
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ト
ラ
ブ
ル

の
リ
ス
ク
や
使
用
時
間
の

問
題
、
不
適
切
な
コ
ン
テ

ン
ツ
は
閲
覧
制
限
し
て
い

る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
し
て
様
々
な
ト
ラ

ブ
ル
に
遭
遇
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
こ
と
。

運動の動画を撮影（滑津小学校） 社会科調べ（滑津小学校）

クラスルームでの活用（吉子川小学校）

自分に合ったレベルで学習できる
「すららドリル」（吉子川小学校）

　
　
　
　

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
利

　
　

用
で
き
る
環
境
づ

く
り
は
必
要
で
あ
る
。

学
校
教
育
だ
け
で
は
な

く
、
家
庭
あ
る
い
は
地

域
の
中
で
、
自
分
の
長

所
、
自
分
の
好
き
な
も

の
を
ど
ん
ど
ん
学
習
し

て
も
ら
う
。
個
人
の
能

力
の
差
は
人
間
み
ん
な

異
な
る
も
の
だ
か
ら
、

で
き
る
こ
と
を
伸
ば
し

て
い
く
こ
と
は
、
人
格

形
成
上
で
非
常
に
大
切

な
こ
と
だ
。
い
ろ
ん
な

課
題
が
あ
る
と
思
う

が
、
先
生
方
や
村
と
協

議
し
な
が
ら
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

意見
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県
内
外
で
は
人

　
　

口
減
少
の
歯
止
め

を
図
る
た
め
に
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
募
集

し
、
福
島
県
内
で
は

２
２
０
人
ほ
ど
の
方
が

協
力
隊
員
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
本
村
に
お

い
て
本
制
度
を
導
入

す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

答 小松　公雄議員同制度を含め、新たな施策の検討を行っていく

問 人口減少の歯止めのため、地域おこし人口減少の歯止めのため、地域おこし
協力隊制度を活用する考えは？協力隊制度を活用する考えは？

　
　
　

福
島
県
が
発
表

　
　

し
た
国
勢
調
査
に

よ
る
と
２
０
２
０
（
令

和
２
）
年
10
月
1
日
時

点
の
県
人
口
は
前
回
調

査
の
２
０
１
５
（
平
成

27
）
年
よ
り
約
７
万
人

減
り
１
８
３
万
人
だ
っ

た
。
１
９
５
５
（
昭
和

30
）
年
の
２
１
３
万
人

を
ピ
ー
ク
に
連
続
の
減

少
と
な
っ
た
。
県
内
59

市
町
村
の
う
ち
、
前
回

よ
り
人
口
が
減
っ
た
の

は
檜
枝
岐
村
、
川
俣
町
、

金
山
町
、
鮫
川
村
な
ど

47
町
村
で
あ
り
、
う
ち

10
町
村
は
減
少
率
が

10
％
を
超
え
た
。
原
発

周
辺
の
避
難
町
村
を
除

き
西
郷
村
、
大
玉
村
の

二
村
は
こ
こ
10
年
間
右

肩
上
が
り
で
増
え
て
い

る
。
中
島
村
で
は
未
来

の
人
口
の
見
通
し
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
算
定
方
法

は
？

　

国
勢
調
査
で
は
、
２
０

１
０
年
に
総
人
口
５
１
４

４
人
。
２
０
１
５
年
は
５

０
０
１
人
、
２
０
２
０
年

で
４
８
８
５
人
と
の
結
果

と
な
り
、
人
口
は
減
少
傾

向
で
あ
る
。
そ
の
た
め
国

の
ま
ち
ひ
と
し
ご
と
創
生

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
考
え
方

を
踏
ま
え
た
中
島
村
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
を
制
定
し
、
２

０
１
６
年
に
２
０
１
０
年

及
び
２
０
１
５
年
の
国
勢

調
査
を
基
礎
数
値
と
し
、

村　

長

再 推
計
人
口
算
定
に
用
い
る

工
法
と
要
因
法
に
基
づ
き

算
定
を
行
っ
た
結
果
、
本

村
人
口
は
、
２
０
２
５
年

に
5
０
０
０
人
を
割
り
込

み
、
2
０
４
０
年
に
4
５

０
０
人
台
と
な
り
、
さ
ら

に
2
０
４
５
年
に
は
4
０

０
0
人
を
下
回
り
、
2
０

６
０
年
に
は
３
８
０
０
人

台
と
推
計
し
て
い
る
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

都
市
部
か
ら
人
口
減
少
や

高
齢
化
等
の
進
行
が
著
し

い
地
域
に
移
住
し
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の

村　

長

開
発
、
販
売
、
Ｐ
Ｒ
等
の

地
域
お
こ
し
支
援
や
農
林

水
産
業
へ
の
従
事
、
住
民

支
援
な
ど
の
地
域
協
力
活

動
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の

地
域
へ
の
定
住
定
着
を
図

る
取
り
組
み
と
し
て
有
効

な
方
策
の
一
つ
で
あ
る
。

全
国
の
例
で
は
、
受
入
れ

側
の
就
業
体
制
の
整
備
や

独
自
支
援
の
財
源
確
保
が

求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、

協
力
隊
の
生
活
環
境
の
変

化
や
給
与
報
酬
、
対
人
ト

ラ
ブ
ル
が
原
因
で
失
敗
す

る
事
案
が
多
く
見
ら
れ
、

大
変
リ
ス
ク
も
多
い
制
度

で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問

題
を
乗
り
越
え
、
無
事
に

協
力
隊
を
卒
業
し
て
も
継

続
し
て
そ
の
土
地
で
起
業

や
就
業
し
、
移
住
定
住
す

る
と
は
限
ら
な
い
の
も
現

状
で
あ
る
。

　

村
で
は
こ
れ
ら
の
事
案

を
勘
案
し
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
募
集
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
人
口

減
少
施
策
と
し
て
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
も
含
め
て

新
た
な
施
策
の
検
討
を
行

っ
て
い
く
。

６

　
　
　
　

現
在
、
福
島

　
　

県
で
は
51
の
自
治

体
が
こ
の
制
度
を
利
用

し
て
い
る
。
人
件
費
に

関
し
て
は
全
額
国
で
保

障
し
て
い
る
制
度
で
あ

る
。
村
も
利
用
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。
県
内
で
２
２

０
人
の
方
が
協
力
隊
員

と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。
こ
の
制
度
は
平
成

21
年
か
ら
10
年
以
上
経

過
し
よ
う
と
し
て
と
し

て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
制

度
を
利
用
し
な
い
の
か

前
か
ら
疑
問
に
思
っ
て

い
た
。
人
口
減
少
に
対

し
て
こ
れ
以
外
に
代
わ

り
に
独
自
の
代
案
か
何

か
あ
る
の
か
。
こ
の
制

度
で
は
い
ろ
ん
な
分
野

が
あ
る
。
教
育
、
農

業
、
あ
る
い
は
観
光
と

い
ろ
ん
な
分
野
が
あ

る
。
こ
の
事
業
の
導
入

を
考
え
て
い
く
べ
き

だ
。 意見

福島県市町村要覧 2022　国勢調査人口の推移から抜粋
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レ
ッ
ト
を
使
い
、
需
要
に

あ
わ
せ
て
効
率
よ
く
品
質

の
高
い
商
品
を
提
供
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に

「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
は

高
単
価
で
高
収
益
の
農
業

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
発
展

し
ま
し
た
。
常
識
の
盲
点

を
つ
い
た
農
業
事
業
の
成

功
例
と
な
り
、
全
国
か
ら

の
視
察
が
４
０
０
０
人
ほ

ど
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
上
勝
町
で
は
２

０
０
３
年
に
日
本
で
初
め

て
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス

ト
」
を
宣
言
し
、
ご
み
削

減
に
努
め
、
リ
サ
イ
ク
ル

率
80
％
以
上
を
達
成
し
、

世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

７

議
員
行
政
視
察
報
告

　

こ
の
度
、
令
和
４
年

11
月
17
日
、
18
日
に
徳

島
県
上
勝
町
、
高
知
県

北
川
村
へ
行
政
視
察
に

伺
い
ま
し
た
。
国
内
で

は
人
口
急
減
、
超
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

人
手
不
足
や
社
会
保

障
費
の
増
大
が
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
島
村
も
高
齢
化
率

（
65
歳
以
上
）
が
30
・

３
％
と
高
齢
化
が
進
ん

　

「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」

と
聞
け
ば
、
山
の
花
木
を

和
食
の
「
つ
ま
も
の
」
と

し
て
販
売
し
、
農
業
革
命
、

で
い
ま
す
。

　

本
村
の
基
幹
産
業
の

農
業
を
支
え
る
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
・
健
康
づ
く
り

な
ど
超
少
子
高
齢
化
か

ら
の
解
決
の
糸
口
を
探

る
た
め
に
、
持
続
可
能

な
む
ら
づ
く
り
の
た
め

早
急
な
対
策
が
必
要
な

現
状
で
す
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
創
出
、

医
療
費
削
減
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
で
有
名
な
町
と
ご

存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

　

上
勝
町
は
林
業
と
温
州

み
か
ん
の
栽
培
が
盛
ん
な

地
域
で
し
た
が
、
１
９
８

１
年
の
異
常
寒
波
に
よ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
み
か
ん
が
枯

死
し
て
し
ま
い
、
町
の
産

業
は
大
打
撃
を
受
け
ま
し

た
。
当
時
Ｊ
Ａ
職
員
だ
っ

た
横
石
知
二
さ
ん（
現
在　

㈱
い
ろ
ど
り 

代
表
取
締

役
）が「
つ
ま
も
の
」需
要
に

着
目
し
、
１
９
８
６
年
葉
っ

ぱ
の
商
品
化
を
始
め
ま
し

た
。そ
れ
が「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ

ネ
ス
」の
第
一
歩
で
し
た
。

　

高
齢
化
と
過
疎
化
が
進

む
中
、
「
つ
ま
も
の
」
の

生
産
販
売
で
は
、
市
場
関

係
者
が
需
要
情
報
を
農
家

に
配
信
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

生
産
者
の
お
年
寄
り
や
女

性
が
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

生産者・JA・㈱いろどりの連携によって消費者
需要に対応している上勝情報ネットワーク

人
口
１
４
２
９
人　

高
齢
化
率
52
・
４
％

「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」に
よ
る
高
齢
者
の
活
躍
、持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り・ゼ
ロ・ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
の
町

上
勝
町
ブ
ラ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
進
化

徳
島
県
上
勝
町

上勝町
林孝則副町長

議員行政視察

合同会社パンゲアの梅西
さんが説明（同社は上勝
町の視察、ツアー、イベン
トなどを引き受けている）

持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て

日
本
初
の「
つ
ま
も
の
」

専
門
販
売
業
者
の
株
式

会
社
い
ろ
ど
り
の
誕
生
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上
勝
町
で
は
「
未
来
の

こ
ど
も
た
ち
の
暮
ら
す
環

境
を
自
分
の
事
と
し
て
考ごみの搬入・搬出場所

13種類45分類されたごみ類が整然と
整理されている

上勝町の皆さんと（ゼロ・ウェイストセンターの前で）
上勝町役場企画環境課栗林七海さんの

説明を聞く

ディスカッション形式で

野見山誉
たかし

北川村副村長
地域の人とのつながり、協力しながら課題
解決に取組む北川村子育て教育ビジョン

え
、
行
動
で
き

る
人
づ
く
り
」

を
２
０
３
０
年

ま
で
の
重
点
目

標
に
掲
げ
て
い

ま
す
。
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
セ

ン
タ
ー
は
上
勝

町
の
持
続
的
な

循
環
型
社
会
の

象
徴
的
な
建
物

で
あ
り
ま
す
が
、

住
民
の
方
が
ご

み
を
持
ち
込
み
、

13
種
類
45
分
類
し
て
整
理

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
リ
サ

イ
ク
ル
（
再
資
源
化
）
、

リ
ユ
ー
ス
（
回
収
・
再
利

用
）
、
リ
デ
ュ
ー
ス
（
省

資
源
化
）
が
実
現
で
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

ご
み
の
分
別
体
験
が
で
き

る
宿
泊
施
設
や
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
、
町
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
兼
オ

フ
ィ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
川
村
で
は
１
０
０
０

人
の
家
族
を
育
む
ゆ
ず
王

国
を
目
標
に
生
活
で
き
る

産
業
の
構
築
、
子
育
て
環

境
の
整
備
を
村
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
村
の
主
産
業
は
日
本

有
数
の
生
産
量
を
誇
る

「
ゆ
ず
」
を
中
心
と
し
た

農
業
や
村
面
積
の
約
95
％

を
占
め
る
森
林
を
活
用
し

た
林
業
、
そ
し
て
フ
ラ
ン

ス
・
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
モ

ネ
の
庭
か
ら
世
界
で
唯
一

公
認
さ
れ
た
「
モ
ネ
の

庭
」
マ
ル
モ
ッ
タ
ン
や
中

岡
慎
太
郎
館
、
北
川
村
温

泉
な
ど
に
よ
る
観
光
産
業

で
す
。
し
か
し
人
口
減
少

に
伴
い
ゆ
ず
農
家
の
担
い

手
の
減
少
が
進
む
中
、
新

規
就
農
者
や
後
継
者
な
ど

担
い
手
の
確
保
・
育
成
体

制
、
さ
ら
に
ス
マ
ー
ト
農

業
の
導
入
を
推
進
、
強
化

し
て
い
ま
す
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
、
農
地
中
間
管

理
機
構
関
連
農
地
整
備
事

業
等
を
教
育
と
産
業
を
連

携
し
て
進
め
る
「
ゆ
ず
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
ア
イ

デ
ィ
ア
に
つ
い
て
野
見
山

北
川
村
副
村
長
（
農
林
水

産
省
か
ら
出
向
）
か
ら
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

議員行政視察

上
勝
町
ゼ
ロ・ウ
ェ
イ

ス
ト
セ
ン
タ
ー

人
口
１
１
４
６
人　

高
齢
化
率
44
・
１
％

ゆ
ず
の
産
地
を
守
り
、
１
０
０
戸
の
専
業
農
家
を
育

成
、
永
続
す
る
村
に
向
け
て

農
業
所
得
５
０
０
万
円
を
目
指
し
て

高
知
県
北
川
村

北
川
村
の
挑
戦

２
０
６
０
年
に
１
０

０
０
人
の
家
族
が
子

ど
も
を
育
む
ゆ
ず
王

国
を
目
指
す
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岩村大志産業政策課長

北川村の皆さんと（北川村役場前）

担い手の育成と子育ての環境づくりが連携しているゆず振興ビジョン
岩垣實男議長（右）
濱渦章副議長（左）

濱渦康雄総務産業建設
常任委員長

　

ま
ず
、
ゆ
ず
は
種
か
ら

植
え
た
ら
実
が
な
る
ま
で

に
16
年
か
か
り
ま
す
。
接

ぎ
木
で
も
２
年
生
苗
か
ら

背
の
高
さ
に
な
る
ま
で
３

年
程
か
か
り
、
５
，
６
年

し
た
ら
な
ん
と
か
収
穫
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

総
務
省
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
３
年
間
、
そ
し

て
就
農
後
に
農
林
水
産
省

の
３
年
間
と
合
計
６
年
間
、

国
の
支
援
を
受
け
な
が
ら

自
立
し
て
い
た
だ
く
。

　

例
え
ば
、
１
ha
の
内
０

・
５
ha
を
新
し
く
補
助
で

基
盤
整
備
し
生
産
性
の
高

い
園
地
を
造
り
な
が
ら
、

残
り
の
０
・
５
ha
で
軌
道

に
乗
る
ま
で
の
生
活
収
入

を
確
保
す
る
と
い
う
サ
イ

ク
ル
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

　

バ
ラ（
と
げ
）も
皮
手
袋

を
し
て
慣
れ
れ
ば
大
し
た

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

単
価
の
高
い
青
果
玉
に
は

気
を
使
い
ま
す
。
収
穫
は

難
し
く
、
苦
労
し
ま
す
。

　

昔
は
ほ
と
ん
ど
が
兼
業

農
家
で
、
専
業
農
家
が
出

て
き
た
の
は
最
近
の
こ
と

で
す
。
収
穫
が
比
較
的
楽

な
酢
玉
だ
け
だ
っ
た
ん
で

す
。
青
果
玉
は
専
業
農
家
、

酢
玉
は
兼
業
農
家
と
プ
ロ

と
素
人
ぐ
ら
い
の
差
も
あ

り
ま
す
。

　

単
価
の
高
い
青
果
玉
は

フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
輸
出
し

た
り
、
料
亭
に
出
す
も
の

で
、
酢
玉
は
搾
っ
た
り
、

加
工
す
る
も
の
で
す
。

　

ゆ
ず
の
生
産
は
簡
単
に

他
が
着
手
で
き
な
い
こ
と

が
参
入
障
壁
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
年
に
生
産
し

た
ゆ
ず
は
す
べ
て
出
荷
さ

れ
て
い
ま
す
。
生
産
者
の

高
齢
化
に
よ
っ
て
青
果
玉

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
で
は
ゆ
ず
生
産
の
活
力

を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

若
い
方
に
来
て
い
た
だ
き
、

青
果
玉
の
生
産
に
取
り
組

ん
で
ゆ
ず
産
業
を
支
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

ゆ
ず
生
産
は
生
業
と
し

て
成
り
立
つ
農
業
の
一
つ

と
し
て
、
村
が
基
盤
整
備

を
ふ
く
め
て
担
い
手
を
呼

び
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

「
桃
栗
３
年
、
柿
８

年
」
と
い
う
言
葉
は
何

事
も
成
就
す
る
ま
で
に

そ
れ
相
応
の
年
月
が
か

か
る
と
い
う
こ
と
の
例

え
を
表
し
た
言
葉
で
す
。

果
樹
農
家
は
植
え
た
木

か
ら
実
が
な
る
ま
で
に

は
長
い
年
月
を
手
塩
に

か
け
て
育
て
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
正
に

こ
れ
は
人
を
育
て
る
こ

と
と
同
じ
で
す
。

　

人
口
減
少
の
中
、
今

回
視
察
し
た
上
勝
町
、

北
川
村
は
そ
れ
ぞ
れ
地

域
の
存
続
を
か
け
て
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
し
、

目
標
に
向
か
っ
て
真
剣

に
団
結
し
、
し
か
も
急

務
な
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
目

の
あ
た
り
に
し
ま
し
た
。

我
々
議
員
も
危
機
感
と

ス
ピ
ー
ド
感
を
し
っ
か

り
も
っ
て
、
村
発
展
の

た
め
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

農
業
研
修
生
の
受
け

入
れ
は
？

行
政
視
察
を
終
え
て

議員行政視察

ゆ
ず
は
と
げ
も
あ
っ

て
、収
穫
す
る
の
も
並

大
抵
の
こ
と
で
は
な

い
と
思
う
が
。



議会だより　R5.2 10

村議会の役割とは？

中島村議会議員の定数は？

中島村議会議員の任期は？

村民・村議会・村長の関係は？

　中島村議会は、村民の皆様が選挙で選んだ議員で構成さ
れ、村民の代表として、村民の皆さんの意見を村政に反映
させ、公正・公平で効率的な行政が行われるよう権限が与
えられています。

４年
（現職議員の任期満了日は令和５年９月２１日です。）

村長など執行機関と議会は、そ
れぞれ独立した対等な立場で、
お互いを尊重し合い、協力し合
い、または議論し合いながら、
住みよい中島村のむらづくりを
推進しています。

議会はいつ開催されるの？
定例会　　毎年　３月・６月・９月・１２月の年４回開催
臨時会　　定例会以外に必要な場合は開会

８名

議会の運営は、村民の暮らしに大きく関わっています。

知っておきたい 中島村議会

村　長村議会

村　民

　　選挙
　陳情
請願

議会の招集
条例・予算等の提案

議案に関する議決・承認
同意等の意思決定

選挙

議会（議長）

議会運営委員会

常任委員会

村　長 村　民

委　員　会

白河地方広域市町村圏
整備組合議会議員

総務教育常任委員会

産業建設常任委員会

議会広報編集委員会

議会特別委員会

監査委員（議会）

村議会

　
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
録
画
配
信
や
会
議

録
検
索
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
が
、
身
近
な
問
題

が
、
議
会
で
ど
ん
な
形
で

ど
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ

れ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ

う
に
審
議
・
決
定
さ
れ
る

の
か
を
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

議
会
の
傍
聴
に
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
傍
聴
者
の
数
を

制
限
し
て
い
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

せ
き
・
発
熱
な
ど
で
体

調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
傍
聴
を

お
控
え
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
の
傍
聴
に

い
ら
し
て

�

み
ま
せ
ん
か
？

お
願
い

お
願
い
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カ
メ
ラ
、
ス
マ
ホ
な
ど

で
撮
影
し
た
中
島
村
の

様
々
な
写
真
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
募
集
写
真

中
島
村
内
で
撮
影
さ
れ
た

カ
ラ
ー
写
真
（
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
）

■
応
募
資
格

中
島
村
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

■
応
募
方
法　

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

写
真
の
タ
イ
ト
ル
、
撮
影

場
所
、
撮
影
日
時
を
記
載

し
、
議
会
事
務
局
へ
電
子

メ
ー
ル
か
、
直
接
電
子
デ

ー
タ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り
日

○
令
和
５
年
５
月
号

　

令
和
５
年
３
月
31
日

表
紙
写
真

募集

選
挙
運
動
費
用
の
公
費
負
担

制
度
に
つ
い
て

　

町
村
の
選
挙
に
お
け
る

立
候
補
環
境
の
改
善
を
図

る
た
め
、
公
職
選
挙
法
が

改
正
さ
れ
、
選
挙
公
営
の

対
象
が
市
と
同
様
の
も
の

に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
本

村
に
お
い
て
も
条
例
を
制

定
し
、
村
長
選
挙
及
び
村

議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る

選
挙
公
営
を
拡
大
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
候
補
者
の

負
担
を
減
ら
し
、
候
補
者

間
の
運
動
機
会
均
等
を
図

る
こ
と
で
、
よ
り
立
候
補

し
や
す
い
環
境
整
備
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
村
議
会

議
員
選
挙
で
は
こ
れ
ま
で

不
要
だ
っ
た
立
候
補
に
あ

た
っ
て
の
供
託
金
（
15
万

円
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

詳
細
は
村
選
挙
管
理
委
員

会
（
☎
52
―３
４
８
６
）

ま
で
。

どんと焼きで先に餅をつけて
焼きます。おいしそう！

■選挙運動自動車、ビラ・ポスター作成選挙公営制度利用

●選挙運動用自動車借入れでの公費負担額の算定

●選挙運動用ビラの作成費の公費負担額の算定

●選挙運動用ポスター作成費の公費負担額の算定
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　川原田地区は1組・2組・3組・4組・上栄で構成され行政区戸数
は１２４戸です。令和4年2月に念願の県道棚倉・矢吹線(川原田
地区)バイパス道路が開通されました。地域の交通安全と利便性
が良くなり活性化が期待されます。来迎寺(旧吉子川小学校)が
あり、(今話題の狛犬)川田神社があります。近くには吉子川小学
校があります。新しい組織団体では、令和3年に「うつくしまの川・
サポート制度」の川原田地区阿武隈川をきれいにする会が結成
され活動しています。広く整備された田園風景と地区の南側には、
阿武隈川が流れ、常陸橋がかかっています。西側には那須連山
が姿を見せています。風も強く吹きます。各種団体の執行部が活
動や行事を力を合わせて行っています。

12

「行政区長に聞く」は村内各11地区のＰＲなどを交えて各行政区長に紹介していただきます。

１　川原田地区のＰＲをお願いします。１　川原田地区のＰＲをお願いします。

「行政区長に聞く」９回目
　全11回

２　村、議会に望むことを教えてください。２　村、議会に望むことを教えてください。

３　未来の区の夢を教えてください。３　未来の区の夢を教えてください。

川原田行政区長

鈴木　正雄さん
〈69歳〉

議会だよりへのご意見をお寄せください。議会だよりへのご意見をお寄せください。
FAX 0248－52－2449
メール gikai@vill-nakajima.jp

　　  中　島　村　議　会
〒961-0192　福島県中島村大字滑津字中島西11-1

電話 0248－52－3486

発行

　村、議会の皆様には、地域住民の為に活動して頂き感謝
申し上げます。村民が自分の住んでいる地域を好きになるこ
とで外の人に興味を持ってもらえると思いますので、まず住民
が夢と目標「ビジョン」持てるようにすることが大事と考えます。
それぞれの後継者問題や高齢化、少子化それでも生活をよ
りよくして続けたいと住民は頑張っています。そうそうオンリー
ワンというものはないので、とにかくリスクを取って出来ることは
何でもやりましょう！旧道と泉崎線の一時停止の交差
点が危険と思うので抜本的な安全対策を考えてほしいです。
また旧道の利用方法も。

　阿武隈川堤防の草刈や掃除だけじぁもったいない。強固なスー
パー堤防(無駄ともいう)を作りそこに住宅や企業を誘致するなど
して、新しいコミュニティが生まれればよいと思います。知名度アッ
プになります。川は危険ですが、知識があれば安全に利用して楽
しめます。多目的親水公園ができれば憩いの場ともなります。河川
敷も有効に利用したいです。毎朝公園で気持ち良くラジオ体操を
したいし、皆さんにも健康寿命を延ばしていただきたいです。一家
に一台水力発電?

住民の声
こ え

白河市

矢吹町

泉崎村

石川町

川原田行政区

議会のうごき議会のうごき
10
月 31日 ◦第34回市町村対抗県縦断駅伝

　大会　中島村チーム激励会

11

月

4日 ◦中島村交通安全協会視察研修
　（三陸、気仙沼方面）～5日

9日 ◦第66回町村議会議長全国大会
　（東京NHKホール）～10日

15日 ◦11月号議会だより
　（No.146）発行

16日 ◦議会議員行政視察研修（徳島県
　上勝町、高知県北川村）～19日

20日 ◦第34回市町村対抗県縦断駅伝
　大会 応援、報告会

28日 ◦定期監査　～29日

12　

月

30日 ◦令和４年第４回定例会、開会
1日 ◦定期監査講評（ZOOM）

６日 ◦令和4年第４回定例会
　（２日目、一般質問・条例）

12　

月

7日 ◦令和4年第４回定例会
　（最終日、補正予算）

12日 ◦社会福祉協議会評議員会
17日 ◦収穫祭（川原田）
20日 ◦広域圏組合議会定例会
23日 ◦例月出納検査

１　
　
　

月

1日 ◦年頭のあいさつ
6日 ◦市町村議会議長合同新年会
7日 ◦二十歳を祝う会

8日
◦出初式、安全祈願祭、中島村
　表彰式
◦議会及び監査委員合同新年会

17日 ◦広報編集委員会

18日 ◦全国町村監査委員協議会 
　第32回定期総会

26日 ◦例月出納検査

ZOOMでオンライン定期監査
講評を行う有松代表監査委員

タブレットを使用し議会だより
の校正を行う編集委員


